
システム運転・保守を自ら行い、その経験を通じて成立性確認及び経験蓄積を実施。運転初期における初期故障・トラブル
（バグ出し）の経験・克服とその後の運転を経たランダム故障の経験・克服。それらを通じたナトリウム炉の特徴を活用した保
全技術の確立。実機規模の発電炉(ループ型）としての保全データ(定期検査の経験を含む）の取得は「もんじゅ」のみである。

「もんじゅ」

「常陽」

初号機軽水炉
（ＬＷＲ）

高速増殖炉
（ＦＢＲ）

初期基準
保全プログラム
維持規格

改善
(安全性、信頼性向上)

劣化モード、RCM（信頼性
重視保全）、信頼性向上かつ
合理的な保全、ISIの実証

改良炉

2000 201019901980

「もんじゅ」(ループ型）保守
管理技術の確立

世界初複数回の定期検査

冷却材にＮａを使用する「もんじゅ」の特徴：
・高温、低圧であり、急速な破断を生じにくい
・熱応力によるｸﾘｰﾌﾟ及びｸﾘｰﾌﾟ疲労が支配的
・材料との共存性がよく、腐食を生じにくい
・バウンダリ開放時の空気混入防止が必要
・Ｎａ炉特有の機器（ポンプ、計装品など）が存在

米国の規格、火力の経験
初期SCCの対応

軽水炉、「常陽」等の経験
を踏まえ「もんじゅ」の
保全計画を作成

改良標準化
・信頼性及び稼働率向上（SCC対策、SG交換）
・定期検査期間の短縮

（ISI自動化、遠隔化、分解治具改良による作業性向上等）
・作業者の受ける線量の低減

（材料改良、作業スペース確保、配置改良等）

高経年化対策

ループ型炉の保守管理技術の構築・確立（１/２）
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保全対象系統リスト

系統機能整理表

系統機能識別図

保全を行うべき
対象範囲の明確化

重要な機能を有する
系統の抽出

系統機能毎の範囲を
明確化

保全内容根拠書
保全計画
保全の有効性評価

要求機能と使用条件から想定さ
れる劣化事象に対し保全内容を
決定（RCM：信頼性重視保全）

劣化モード

部品レベルで保全内容と考慮すべき
劣化モードとの整合を確認

各種保全データ

各機器の設備情報、保全情報
（検査記録、工事記録等）の整備

確率論的安全評価
（PSA）

RCMにリスク情報（故障発生頻度
とその影響程度）を加味し、保全
を合理化

「もんじゅ」保守管理技術の確立

高速増殖炉保守管理技術へ反映
機能達成に
必要な項目

部位 材料 環境 経年劣化事象 保全項目

伝熱性能
の確保

伝熱管 SUS304TB Ｎａ
疲労（割れ）
クリープ疲労

オーバフロータンク
液位計で監視

外側
シュラウド

SUS304 Ｎａ
疲労（割れ）
クリープ疲労

熱交換器出入口の
温度計で性能監視

内側
シュラウド

SUS304 Ｎａ
疲労（割れ）
クリープ疲労

熱交換器出入口の
温度計で性能監視

劣化モードの例（中間熱交換器）

★「もんじゅ」の保守管理技術の構築、確立

ナトリウム炉特有機器の
保守/補修技術及び
劣化モード/進展情報の蓄積

・設備機器データ
・図⾯データ
・運転保守履歴データ
・作業データ

保全の実施

有効性評価

是正・
改善

保全計画の策定

保守管理
システム

保全の有効性評価

劣化モードの最適化

保全計画の最適化

・劣化モード

各種保全データ
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保安規定（運転管理）

高速増殖炉発電プラントの運転管理技術の体系化

運転手順書類 運転手順書全体写真

 通常時の運転手順書（プラン
ト起動停止手順書、設備別運
転手順書等）

● 異常時や故障時の運転手順
書（異常時/故障時運転手順
書等）

● シビアアクシデント時の対応
手順書（異常時運転手順書Ⅱ
アクシデントマネジメントガイド
ライン等）

●性能試験の試験結果、運転経
験を運転手順書類に反映し、
運転手順を整備

●シビアアクシデント時の検討・
対策を受けてシビアアクシデン
ト対応手順を改善

 通則（運転計画、運転員
の確保、巡視点検、運転
手順書の作成、運転条
件の設定、反応度測定
検査 他）

 運転上の制限（反応度制
御系、出力分布、計測制
御系、１次冷却系、２次
冷却系 他）
など

 性能試験、運転経験等を
経て、保安上必要な技術
事項を精査する等して保
安規定を整備する。これ
により、高速増殖炉発電
プラントの保安規定を整
備する。

実機の性能試験や運転経験、さらにシビアアクシデントの検討を通じて、ループ型高速増殖
炉発電プラントの運転手法や保安規定などの運転管理技術体系を整備する。
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